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　目の不自由な方のために、点字
と声（カセットテープ版、デイジー
版）の「町田市議会だより」を発行
しています。ご希望の方は、議会事
務局調査法制
係（☎０４２－
７２４－４０４９）
までお申し込
みください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
す
る
迅
速
な
情
報

公
開
等
を
求
め
る
意
見
書

子
ど
も
に
対
す
る
体
罰
、
わ
い

せ
つ
行
為
等
へ
の
対
策
強
化
を

求
め
る
意
見
書

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
未

成
年
者
取
消
権
喪
失
へ
の
対
応

を
求
め
る
意
見
書

女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定

書
の
批
准
に
向
け
て
環
境
整
備

を
求
め
る
意
見
書

尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
を
確
実

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

総
務
省
官
僚
の
接
待
疑
惑
の
徹

底
解
明
を
求
め
る
意
見
書

性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
改
正
を

求
め
る
意
見
書

中
国
政
府
に
対
し
て
人
権
弾
圧

の
改
善
を
促
し
、
日
本
国
政
府

に
対
し
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

　
本
定
例
会
で
は
意
見
書
８

件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

中
国
で
は
ウ
イ
グ
ル
人
な
ど
少

数
民
族
を
強
制
労
働
所
に
収
監
し
、

拷
問
や
強
姦
、
大
量
虐
殺
し
、
民

族
浄
化
の
た
め
強
制
的
に
不
妊
手

術
も
行
わ
れ
て
い
る
。
主
要
各
国

は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
認
定
し
厳
し

く
非
難
し
て
い
る
が
、
一
向
に
態

度
を
改
め
な
い
中
国
政
府
に
強
い

憤
り
を
表
明
す
る
。
よ
っ
て
日
本

国
政
府
は
共
に
Ｇ
７
を
構
成
す
る

国
々
が
加
盟
す
る
欧
州
評
議
会
や

米
国
に
倣
い
、
国
際
社
会
と
連
携

の
上
、
中
国
政
府
に
対
し
て
速
や

か
に
人
権
状
況
の
改
善
を
促
す
と

共
に
、
強
制
労
働
に
よ
る
製
品
を

調
査
し
、
流
通
防
止
や
禁
輸
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

尖
閣
諸
島
は
我
が
国
固
有
の
領

土
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
的
・
国
際

法
的
に
明
確
で
あ
る
が
、
中
国
は

海
警
法
を
施
行
し
不
当
に
日
本
の

領
海
内
に
頻
繁
に
侵
入
し
主
権
を

脅
か
し
て
い
る
。
よ
っ
て
国
に
以

下
の
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
①
更

な
る
実
効
支
配
強
化
の
た
め
の
防

衛
力
・
警
察
力
・
行
政
力
の
強
化
。

②
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、
武

力
攻
撃
に
至
ら
な
い
「
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
事
態
」
に
も
切
れ
目
な
く
対

処
で
き
る
よ
う
関
係
法
令
の
整
備

と
、
多
様
な
非
殺
傷
装
備
品
の
開

発
。
③
現
地
調
査
や
同
盟
国
と
の

共
同
訓
練
な
ど
実
効
支
配
を
明
確

に
示
す
行
動
。
④
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
海
警
法
に
反

発
し
て
い
る
諸
国
と
の
連
携
強
化
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

日
本
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
０
年
版
世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
お
け
る
順
位
は

非
常
に
低
く
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
下
で
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
の
社
会
構
造
が
女

性
に
厳
し
い
負
担
を
か
け
る
こ
と

が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

そ
の
解
決
の
た
め
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
の
実
効
性
を
高
め
る
同
選

択
議
定
書
を
批
准
す
る
こ
と
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た

め
の
法
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
司
法
制
度
や

個
人
通
報
を
受
け
入
れ
る
実
施
体

制
等
の
課
題
を
早
急
に
解
決
し
、

環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

選
択
議
定
書
を
速
や
か
に
批
准
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

性
犯
罪
被
害
者
を
救
い
、
加
害

者
を
適
切
に
処
罰
す
る
た
め
に
①

強
制
性
交
等
罪
を
見
直
し
、
被
害

者
が
恐
怖
等
に
よ
り
抵
抗
で
き
な

い
ま
た
は
若
年
者
で
あ
る
場
合
、

被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
い
る
場

合
等
に
適
切
な
処
罰
が
行
わ
れ
る

よ
う
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
刑
法

改
正
を
行
う
②
性
犯
罪
・
性
暴
力

被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促
進
、
支

援
員
育
成
、
財
政
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
警
察
へ
の
届
け
の
有
無

に
関
係
な
く
支
援
を
行
う
体
制
を

整
え
る「
性
暴
力
被
害
者
支
援
法
」

を
制
定
す
る
③
夫
婦
間
の
被
害
、

男
性
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
被
害
者
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
を
図
り
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

２
０
２
２
年
に
成
年
年
齢
が
１８

歳
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に

伴
い
、
未
成
年
者
を
消
費
者
被
害

か
ら
守
る
未
成
年
者
取
消
権
が
１８

歳
か
ら
失
わ
れ
、
悪
質
事
業
者
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
成
年

年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
消
費
者
被

害
拡
大
を
予
防
し
、
救
済
す
る
手

当
て
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ

を
見
据
え
た
消
費
者
教
育
の
充
実

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
と
と

も
に
、
判
断
力
・
知
識
・
経
験
等

の
不
足
に
つ
け
込
ん
で
消
費
者
契

約
を
締
結
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
「
つ

け
込
み
型
」
不
当
勧
誘
に
つ
い
て
、

早
急
に
消
費
者
契
約
法
に
取
消
権

を
整
備
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら

①
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
リ
ス
ク
や
感

染
・
発
症
・
重
篤
化
予
防
効
果
の

程
度
等
に
つ
い
て
、
情
報
が
更
新

さ
れ
る
度
に
迅
速
に
説
明
す
る
②

接
種
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
個
人

の
判
断
と
し
、
判
断
に
必
要
な
情

報
は
迅
速
・
的
確
に
届
け
る
③
副

反
応
を
含
め
疑
い
事
象
に
つ
い
て

相
談
窓
口
を
周
知
し
、
迅
速
な
対

応
と
情
報
公
開
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
救
済
制
度
の
更
な
る
充
実

を
図
る
④
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
国
が
自
治
体

に
対
し
て
十
分
な
支
援
を
行
う
こ

と
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

子
ど
も
が
安
全
・
安
心
し
て
過

ご
せ
る
は
ず
の
教
育
・
保
育
施
設

等
に
お
い
て
、
体
罰
、
わ
い
せ
つ

行
為
等
の
重
大
な
事
案
が
後
を
絶

た
な
い
。
小
児
わ
い
せ
つ
は
性
犯

罪
の
再
犯
率
が
最
も
高
く
、
極
め

て
高
い
常
習
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
我
々
は
子
ど
も
が
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
教
育
・
保

育
施
設
等
の
実
現
を
推
進
さ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
子

ど
も
に
対
す
る
体
罰
、
わ
い
せ
つ

行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
適
切
な

体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

採
用
や
人
事
管
理
等
の
あ
り
方
に

関
し
て
さ
ら
に
検
討
を
深
め
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
し
て
教

育
・
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

多
数
の
総
務
省
幹
部
、
出
身
者

ら
が
菅
総
理
の
長
男
が
勤
務
す
る

東
北
新
社
の
接
待
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
も
高
額
な
接
待
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
衛
星
放
送
な
ど
の
許
認
可

の
権
限
を
持
つ
官
僚
が
接
待
を
受

け
た
動
機
、
企
業
の
目
的
や
行
政

に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
い
ま
だ
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
総
務

省
審
議
官
の
国
会
答
弁
に
虚
偽
が

あ
っ
た
こ
と
も
疑
わ
れ
る
。
東
北

新
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
接
待
を
受
け
た

官
僚
等
を
国
会
に
招
致
し
て
真
実

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
国
民
の

政
治
不
信
を
払
拭
す
る
上
で
も
必

要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
総
務
省
官

僚
な
ど
の
接
待
疑
惑
の
徹
底
解
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
３
件
宛
て

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
第

４
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
と

制
度
確
立
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
国
が
推
進

す
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

を
受
け
、
今
年
度
末
ま
で
に
全
て

の
小
中
学
校
の
普
通
学
級
と
特
別

支
援
学
級
に
対
し
、
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
、
１
人
１
台
で

利
用
で
き
る
台
数
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

　

令
和
３
年
第
２
回
町
田
市
議
会

臨
時
会
が
、
４
月
９
日
に
開
催
さ

れ
、
「
令
和
３
年
度
（
２
０
２
１

年
度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）」
及
び
報
告
１
件

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の

請
願
の

処
理
経
過
及
び

処
理
経
過
及
び

結
果
報
告

結
果
報
告

端
末
を
全
校
に
配
備
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
が
、
家
庭
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
無
け
れ
ば
、
学
校
と

家
庭
を
つ
な
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
家
庭
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

通
信
事
業
者
が
通
常
提
供
し
て
い

る
料
金
よ
り
も
、
利
用
料
が
安
い

プ
ラ
ン
で
、
２
０
２
１
年
３
月
末

ま
で
に
市
内
保
護
者
が
契
約
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

再
び
臨
時
休
業
に
な
っ
た
際
の
学

習
の
保
障
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

児
童
・
生
徒
が
、
動
画
を
視
聴

し
た
後
、
課
題
に
取
り
組
む
動
画

配
信
型
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
て
、
教
員
が
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
課
題
の
提
示
を
行
い
、
児

童
・
生
徒
が
そ
の
後
、
課
題
に
取

り
組
む
双
方
向
型
の
授
業
を
予
定

し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
へ
の
習
熟
度
を
見
極

め
た
う
え
で
、
２
０
２
１
年
４
月

か
ら
順
次
行
え
る
よ
う
、
実
施
す

る
学
年
や
教
科
、
方
法
等
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
不
安
等
か
ら
登
校
で

き
な
い
児
童
・
生
徒
に
対
し
ま
し

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ビ
デ

オ
通
話
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
て
、
家
庭
と
教
室
を
つ
な
ぎ
、

児
童
・
生
徒
の
心
理
的
不
安
を
解

消
す
る
と
と
も
に
、
学
習
を
保
障

し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
す
る
よ

う
定
例
校
長
会
で
周
知
い
た
し
ま

し
た
。

令
和
３
年
度

　
４
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和３年度（２０２１年度）４月補正　会計別予算構成表

令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会

を
開
催

　

４
月
補
正
予
算
で
は
、
国
の
第

３
次
補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
さ

れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
な
ど
を
活
用
し
、
中
小
企
業

者
家
賃
補
助
事
業
第
３
弾
及
び
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
事
業
第
２
弾
の
実
施
や
、

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
」
な
ど
の
支
給
を
し
ま
す
。

　

４
月
補
正
予
算
額
は
一
般
会
計

の
歳
入
・
歳
出
が
そ
れ
ぞ
れ
１９
億

６
８
１
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
―

１４
億
９
１
５
３
万
９
千
円
、
都
支

出
金
―
４
億
３
９
８
７
万
３
千
円
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

民　
生　
費

　

児
童
福
祉
総
務
費
の
児
童
扶
養

手
当
費
―
４
億
４
７
６
５
万
円
。

商　
工　
費

　

商
工
業
振
興
費
の
商
工
業
振
興

対
策
費
―
１１
億
８
６
３
０
万
５
千

円
。

（単位：千円）

区　　分 補正前
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一 般 会 計 １７３，８４２，０７３ ５７．９ １，９６８，１１２ １７５，８１０，１８５ ５８．２ 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 
事 業 会 計 ４１，１３０，５２０ １３．７ ０ ４１，１３０，５２０ １３．６ 
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３６，６６８，６８９ １２．２ ０ ３６，６６８，６８９ １２．１ 
後期高齢者医療 
事 業 会 計 １２，００４，５０８ ４．０ ０ １２，００４，５０８ ４．０ 
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 １０５，０２１ ０．０ ０ １０５，０２１ ０．０ 
下水道事業会計 １８，７００，５１９ ６．２ ０ １８，７００，５１９ ６．２ 

収 益 的 １２，７３８，０３２ ４．２ ０ １２，７３８，０３２ ４．２ 
資 本 的 ５，９６２，４８７ ２．０ ０ ５，９６２，４８７ ２．０ 

病院事業会計 １７，８６３，０７１ ６．０ ０ １７，８６３，０７１ ５．９ 
収 益 的 １４，９４５，９４５ ５．０ ０ １４，９４５，９４５ ４．９ 
資 本 的 ２，９１７，１２６ １．０ ０ ２，９１７，１２６ １．０ 
小　　計 １２６，４７２，３２８ ４２．１ ０ １２６，４７２，３２８ ４１．８ 

合　　計 ３００，３１４，４０１ １００．０ １，９６８，１１２ ３０２，２８２，５１３ １００．０ 

◎
３
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：４名

月

日

内
　
　
容

２
１９
㊎

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会

２２
㊊
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２４
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

２５
㊍
議
案
説
明
会

２６
㊎
全
員
協
議
会

第
１６
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

３
５
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

８
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

２

９
㊋
常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
）

１０
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２

１１
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１２
㊎
町
田
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
調
査
特
別

委
員
会

１５
㊊

本
会
議

１６
㊋

１７
㊌

１８
㊍

２２
㊊

２９
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会


